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【
日
時
】
７
月
31
日
㈮
13
時
30

分
〜
、
８
月
２
日
㈰
10
時
〜
。
い

ず
れ
も
２
時
間
程
度

【
会
場
】
市
議
会
本
会
議
場
（
市

　

市
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
深
め
、

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
親
子
で
参
加
で
き
る
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民

生
活
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

市
政
全
般
に
つ
い
て
幅
広
い
テ
ー

マ
で
募
集
し
ま
す

【
論
文
の
内
容
】
次
の
い
ず
れ
か

の
視
点
を
踏
ま
え
た
論
文
と
し
て

く
だ
さ
い
①
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
②
学
生
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
こ
と

※

作
成
に
あ
た
り
、
本
市
の
総
合

計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施

策
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

応
募
資
格

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
に
籍
を
置
く
学
生

で
、
居
住
地
や
年
齢
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募

も
で
き
、
応
募
点
数
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん

応
募
方
法

　

９
月
18
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
ｅ
メ

ー
ル
で
後
述
の
提
出
物
（
直
接
ま

た
は
郵
送
の
場
合
は
２
部
）
を
、

〒
790
８
５
７
１
企
画
戦
略
課
（
市

役
所
本
館
５
階
）kikaku@

city.

matsuyama.ehime.jp

へ

【
提
出
物
】
日
本
語
で
書
か
れ
た

３
０
０
０
字
以
上
５
０
０
０
字
程

度
の
論
文
で
未
公
表
の
も
の
▼
論

文
本
文
の
前
に
、
４
０
０
字
程
度

の
要
約
文
▼
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
に
必
要
事
項

を
記
入

審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

第
１
次
審
査
（
10
月
ご
ろ
）
で

選
考
さ
れ
た
10
点
程
度
の
論
文
作

成
者
を
対
象
に
、
論
文
に
対
す
る

考
え
や
思
い
を
発
表
し
て
も
ら
い
、

審
査
員
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す

（
11
月
ご
ろ
）

賞
・
結
果
発
表

【
賞
】
最
優
秀
賞
１
点
以
内
（
10

万
円
相
当
の
賞
品
）
▼
優
秀
賞
１

点
以
内
（
５
万
円
相
当
の
賞
品
）

▼
佳
作
２
点
以
内
（
３
万
円
相
当

の
賞
品
）
▼
ア
イ
デ
ア
賞
１
点
以

内
（
３
万
円
相
当
の
賞
品
）

【
結
果
発
表
】
12
月
ご
ろ

そ
の
他

　

入
賞
論
文
の
著
作
権
は
市
に
帰

属
し
ま
す
▼
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
学
生
に
よ
る
政
策
論
文
以
外

の
目
的
で
は
利
用
し
ま
せ
ん
（
入

賞
論
文
お
よ
び
入
賞
者
の
氏
名
・

年
齢
・
所
属
学
校
名
・
学
年
は
公

表
し
ま
す
）
▼
応
募
論
文
は
返
却

し
ま
せ
ん
▼
詳
細
は
募
集
要
項

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
戦

略
課
☎
948
６
２
１
３
・　

934
１

８
０
４
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
（議）
議
事

調
査
課
☎
948
６
６
５
０
・　

921

１
１
１
０
へ

お問い合わせは、建築指導課☎948-6526・　934-0640へ

　消防団活動を積極的に支
援・協力する（写真左から）
㈱坂本重機建設、㈲渡部石
材、伊予鉄道㈱、㈱松山生協
の４事業所に５月29日、市消
防団協力事業所表示証が交付
されました。協力事業所は、
従業員の消防団活動への配慮
や入団促進など、地域の消
防・防災体制の充実と強化に
寄与しています。

消防団協力事業所に表示証

　南海トラフ巨大地震が発生
したとの想定で５月29日、市
役所本館で図上型防災訓練が
実施されました。判断力を養
うためシナリオが明かされず、
停電や連絡手段が制約された
状態で開始。参加した市職員
約120人は情報を集約・処理
し、関係機関と連携した初動
対応などを確認しました。

　本市と台湾の㈶資訊工業策
進会 台日産業推進センターが
５月26日、市内の中小企業が
台湾に進出する際、新規ビジ
ネスの発掘・連携などで協力
する覚書を締結しました。野
志市長は「海外との経済交流の
ノウハウを持たない中小企業
も多い。今後さらに交流を深
めていきたい」と話しました。

　駐輪場が新たに整備された
ＪＲ三津浜駅前で６月３日、
自転車マナーアップ活動が行
われました。駐輪場利用者に
啓発チラシなどを配布し、駐
輪マナーや自転車の安全利用
を呼び掛けると、利用者はチラ
シを見ながら市職員や指導員
の説明に耳を傾けていました。

巨大地震に備えて

台湾法人と経済交流協力

自転車マナーアップ活動

役
所
別
館
５
階
）

【
内
容
】
議
場
な
ど
の
見
学
、
議

会
の
概
要
説
明
、
模
擬
市
議
会

【
対
象
】
市
内
の
小
学
校
に
通
う

５
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

【
定
員
】
各
20
人
程
度
（
抽
選
）

【
申
し
込
み
】
７
月
１
日
㈬
〜
15

日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、ｅ
メ
ー
ル
で
、

住
所
、
児
童
と
保
護
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
（
学
年
）
、

参
加
希
望
日
を
〒
790
８
５
７
１
（議）

議
事
調
査
課　

youkoso@
city.m

atsuyama.ehime.jp

へ

模擬市議会の様子
昨年度の入賞者発表の様子

締
め
切
り
は
９
月
18
日
㈮
（
消
印
有
効
）

柔
軟
な
発
想
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

　

提
案
の
中
で
具
現
化
で
き
る
も
の
は
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
の
で
、
学

生
の
う
ち
に
し
か
挑
戦
で
き
な
い
政
策
論
文
に
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第　

回
学
生
に
よ
る
政
策
論
文
募
集

17
第　

回
学
生
に
よ
る
政
策
論
文
募
集

17

　補助申請時　付近見取図、建築確認通知書および
検査済証の写し、配置図、各階平面図（アスベス
トなどの施工場所を表示）、現況写真（建物外観
およびアスベストなどの施工場所）、建物の所有
権を証する書面、共同住宅の場合決議を証する書
類、複数の調査会社の見積書、その他市長が必要
と認める書類

　完了実績報告　分析調査結果報告書、調査機関と
の契約書の写し、請求書および領収書（内訳書）
など

JIS　A1481「建材中のアスベスト含有測定方法」に
よる調査

市税などを滞納していない（完納証明書添付）、対
象建築物所有者（登記簿で確認）

補助対象経費の額とし、１カ所当たり10万円以下
（ただし、１棟につき25万円を限度とする。）

7月１日（水）～ 11月30日（月）

※これまでの実績では、調査費用は１カ所当たり8～10万円程度。

対象となる
含 有 調 査

学生による政策論文
過去５年間の最優秀賞テーマ

松山！みかん○○！うまずい物総選挙！

コミュニケーションによる
松山防災プロジェクト

松山市公民館連携型の市民農園で
耕作放棄地を減らせ！

松山　Home　Coming　Day　プラン

松山デザインミュージアム第16回

第14回

第12回

第15回

第13回

テーマ

〜
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！
〜

夏
休
み
親
子
市
議
会
体
験
ツ
ア
ー

夏
休
み
親
子
市
議
会
体
験
ツ
ア
ー

吹き付けアスベストなどが施工されている恐れがあ
る民間建築物

10カ所程度（先着順。予算がなくなり次第、終了）件 数

受 付 期 間

補 助 金 額

対 象 者

必 要 書 類

対象建築物

アスベスト含有調査費用を補助アスベスト含有調査費用を補助

mailto:youkoso@city.matsuyama.ehime.jp
mailto:kikaku@city.matsuyama.ehime.jp



